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ジェイムズ ・ジョイス(JamesJoyce,1882-1941)の 『ユ リシーズ』
(Ulysses,1922)の 最 も大 きな特徴は、それが唯一 日の出来事を扱 って
いることである。
ジョイスは、この作品の枠組み として三条件を設定 している。1904年
6月16日 午前8時 過ぎか ら翌朝2時 過ぎまでの約18時 間 という時間的条
件、ダブリン市、特にリフィー河に沿った中心部 という空問的条件、レ
オポル ド・ブルーム(LeopoldBloom)を 主人公 とし、スティーヴン ・
デ ィーダ ラス(StephenDedalus)、 メア リオ ン ・ブルー ム(Marion
Bloom)を 重要な脇役 とする登場人物上の条件が これである。そして今
ひ とつ、 この作品の最 も大きな特徴 は、その構成 においてホメーロス
(Homeros)の 『オデュッセイア』(Odysseia)の パ ロディをなしている
こと、全体が18エ ピソー ドからなり、三部にわかれていることである。
しか もそれぞれのエピソー ドが 『オデュッセイア』 を構成する各エピソ
ー ドに照応 していること、 そしてオデュッセウス(Odysseus)が 古代の


















究極 といわれている。従来の小説は、何か新 しく起 こった出来事によっ
て主人公が変貌してい く姿を描いて、その展開の面白さを目指すたぐい
のものであった。だが 『ユ リシーズ』では、問題の出来事はすでに起 こ
って しまってお り、主人公 もその出来事を体験することによってある変
化 をとげていて、それが作品の中で主人公の現実の姿 として 「意識の流
れ」を通 じて、呈示 されることになるのである。そのため、登場人物 ら










ちレオポル ド・ブルームは 『ユ リシーズ』におけるこの日、友人のパデ
ィ ・ディグナム(PaddyDignam)の 葬儀に列席するので終 日、死のこ
とが彼の意識 を離れず、「第6挿 話」では毒薬自殺 した父親、生後 まもな
く死亡 した自分の息子ルーディ(Rudy)へ の追想から絶 えず死 について
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冥想 し、 また死 の場面 を想起 している。 そして、 ブルー ムの夫婦 間の疎
遠が こうした ことに平 行 し、彼 は自分 の家庭 が死 に よって破壊 され てい
るため に 「孤独」 であ るこ とを意識 してお り、 また死 の体験 を通 じて人
生 の問題 に取 り組 んでい るので ある。 この過程 にお けるレオポル ド ・ブ
ル ームの意識の流 れを追求 してい く上 で、彼 の創造 ・描写 について少 し
ばか り触 れておか な けれ ばな らない ことが ある。
レオポル ド ・ブルー ム氏38歳 、 ユ ダヤ系 のダブ リン市民 で職 業 は
新聞社 の広告取 り。ソプ ラノ歌手の妻 メア リオ ン と15歳 にな る娘 を もつ。
『ユ リシーズ』 の主人 公で ある この人物 が、 いわゆ る 「平凡人 」で ある
ことは広 く認 め られて いる ところであ る。彼 は社会 的 に も、性 的 に も疎
外 されてい る ところが多 く、寝取 られ男で もある こ と、英雄 的な行 動者
の タイプで はな くどち らか といえば受 身的 な人 間で あ り、感傷 的で ある
ことな ど、多 くの論者 が指摘す る これ らの特徴 は、大体 において我々読
者 のペ ー ソス をさそい、 それ らは全体 としてブルームの 「平凡 」の実質
をな してい る。
もっ ともこうしたブルー ムに、異常 な面 が まった くないわ けで はない。
動物 の内臓 を好 んで食 べ る とい う食物 の嗜好、 すで に10年 以上 も正 常 の
交渉が途絶 えてい る夫 婦関係 な どは、 よ く指摘 され るブル ームの「異常 」
で ある。 しか し、 こうした異常 を含 みなが らも彼 が全体 として 「平凡」
な印象 を与 えるこ とは否定 しえない。彼 の 「異常」も決 して彼 の 「平凡 」
の枠 を破 る もので はないのだ。
ブル ーム を 「平凡人 」た らしめ ようとした意 図 につい て、 ジョイ ス自
身直接的 に明 瞭 に述べ た言葉 はない ようで あるが、 そう した意 図が あっ
た こと自体 は疑 い えないで あろ う。"Awritershouldneverwriteabout
theextraordinary.Thatisforthejoumalist."とい うのが彼 の持論 で あ
った し、無名 の人 たち と交わ りなが ら"1'venevermetabore."と い った
ジ ョイス。 さらに自分 の こ とについて も"Don'tmakeaherooutofme.
1'monlyasimplemiddleclassman."(Ellmann5)と言 った ことが伝
え られ てい るジ ョイスで あるか ら。
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次 に、 ダ ブ リン市民 ブル ームがユダヤ人 として設定 されてい る事実 に
つ いて。私が思 うに、 アイ ルラ ン ドにお けるユダ ヤ人 とい うの は極 めて
特異 な存 在で ある。少 な くとも、 ダブ リンの平 凡市民 のひ とりで あるブ
ル ームが、ユ ダヤ人 で ある必然性 はない はずで ある。 だが、局外者 とも











ブル ームが 、局外者 の位 置 にある と思 われ るのは彼 が一番 あ とか ら馬
車 に乗 り込 んだだ けで はない。友人 マーチ ン・カニ ンガム(MartinCun-
ningham)に 、 いたわ られて いるだ けで はない。ス ティーヴ ン・デ ィー ダ
ラス の父親 で あるサ イモ ン ・デ ィー ダラス(SimonDedalus)とは はっ
き り差別 されて苗字で呼 ばれてい る。 これ は、葬式 の間ず っ と彼 が異教
徒た ちに混 じったユ ダヤ人 で ある とい う理由で、 一層強調 され る交 友関
係 になってい るのだ。 すなわ ちユ ダヤ人 が最 も疎外 された民族 であ ると
い う ことの強調で ある。 したが って、 こうした彼 には輝か しい将来 は望
見 され得 ない ように思 われ る。す なわち、第6挿 話 にお けるブルーム に
「過去」 を回想す るシー ンが多 く見 られ るの もひ とつ に、彼 の生 き方の
展望 の無 さを示唆 している もので はないか と思 われ る。 いわば、取 り返
しの きかない過去 を背 負わ された人物 がブルー ムであ り、息子 のない父




6挿 話」においては特 に、死の凝視へ としぼられてゆき、 そして死が彼
の意識に忍び入 り、彼の心を占めてい くものとして描かれている。




の中の実感 として人生が一つの繰 り返 し運動 をする輪であることを理解
しているためであると思われる。
"lnthemidstofdeathweareinlife.Bothendsmeet."(89)
ブルームは、死は終極ではな く、 それはまた次の生をうむもの と考え
ているのである。次章で、その具体例 に触れてみたい。
II
厂第6挿 話」は、 レオポル ド・ブルーム以下彼の友人3人 が一緒に馬
車に乗 って、パディ・ディグナム(PaddyDignam)の 葬儀 に出発 する
ところで始まり、途中いろいろ目撃 したことや4人 の対話 をリアルに描
きながら、そういった リア リティに触発 されたブルームの意識の流れを
介在 させつつ、その間の紀行は入念精巧 に、「死」に関連す るイメージに
よって創作 されているものである。本挿話においては、ブルームの意識
が友人の死 によって触発 され、我々読者 を死のイメージの氾濫の海へ引
きずり込んでゆくのである。
4人 の乗 る馬車が、ダンフィーの角に着 く直前にブルームは、どかん!








パ デ ィ ・デ ィ グ ナ ム の 死 体 に つ い て の ブ ル ー ム の 想 像 は 一 種 、 不 気 味
な ユ ー モ ア だ 。 彼 の 「死 」 と い う もの に 対 す る 一 種 の ユ ー モ ア は 、 そ れ
か ら次 第 に 続 い て い く。
ま ず 礼 拝 堂 に お い て は 、 コ フ ィ ー 神 父(FatherCoffey)によ っ て 式 は
つ か さ ど られ る が 、 こ の コ フ ィ ー 神 父 の 名 前 か ら彼 は 、 こ ん な 想 像 を す
る 。"FatherCoffey.Iknewhisnamewaslikeacoffin."(85)
そ れ か ら式 が 終 わ っ て ブ ル ー ム ー 行 は 、 墓 地 へ 行 くの だ が 、 そ こ で 棺




そ れ か ら ブ ル ー ム は 、 ハ ム レ ッ ト劇 の 墓 堀 り を 思 い 浮 か べ る 。 あ の 劇
に あ っ て 、 冷 淡 無 感 覚 な 墓 堀 り の 存 在 は 、 そ の 場 を 悲 劇 的 な ら し め て い
る に 反 し て 、 彼 た あ っ て は 、 厳 粛 な る死 の 事 実 を 全 く喜 劇 化 し て い る の








よって、混沌たる様相 を呈 している一方でまたそこに、ユ リシーズに擬
せられたブルームの偽の英雄 としての卑小 さ ・滑稽さを浮 き出させると
いう機能のはたらくことに我々は気づ くであろう。










とが表面 に出てしまっては、それは 「意識の流れ」としてのリア リティ
を失 ってしまう。そういうわけでこの手法は、当該人物の意識中に生起
するすべての現象一思考 ・想像 ・追憶など一を記録することになる。こ
うして描かれた人物の内面は当然混沌たる様相を呈 して くるが、 これは
大ざっぱにいって、ブルームを 「平凡人」に見せる効果をもつものでは














もし、彼がず っ と生 きて いた とした ら?ヒ ュー1冗 談 じゃない、薄気
味悪 い話 だ。いやいや、彼 は死 んでい るよ、もちろん。 もちろん死 ん
で いる。月曜 日に彼 は死 んだ。なん とか法律 で も作 って、心臓 を突 い
て、ちゃん ととどめ を刺 す こ とにす るか、それ とも棺桶 の中 に電気 時
計 とか電 話 とかズ ックの通 風 口みた いな もの をつ け るべ きだ よ。遭
難信号 。三 日間。夏だ と死体 が もたないだ ろ う。や っぱ り、駄 目な こ
とが判 った らす ぐ閉めて し まうほうが いいか。(139)
これ は、 デ ィグナムの棺が墓 掘 り人夫 たち によって埋 め られ る まさに
その ときの目前 の現象 に触 れて、 ブルームの肉体か ら流 れ る思想 すなわ
ち、 彼の 「内的独 白」の典型 ともいえるべ き箇所で あ る。 こうした感慨
にふ けるほ どブ レーム は、俗物 的 な人 間 として描 かれてい る。
また、始 めか ら異端 異教 の徒で あるユダヤ人 ブルームの 「死 」 に対す






死体 とは腐 った肉 であ る。そ うか、じゃあチー ズは何だ い?ミ ル クの
死体 。 あの 「支那の旅」とい う本 に書 いてあ ったが、支 那人 に言 やせ
る と白人 には死体 の臭 いが あ るそうだ。火葬 のほ うが いい。神父 たち
は、猛反対 だ。ます ます火葬 が繁昌す るよ…。溺死が一 番い い気持 ち
だそ うだ な。一瞬の うちに 自分 の全 生涯 を見 る。しか し、生 き返 った
ので は駄 目。(143)
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そ して さ らに、 ブルームが甚 だ し く即物的、反 カ トリック的な人 間で






死 んでか らの世界がある、地獄 という。 もう一つの世界なんて厭ですと彼
女の手紙 に書いてあったな。おれだって厭だ。 まだ まだ見た り聞いた りさ
わったりしたい ものがいっぱいある。自分の体 と触れあう生 きた暖かい体。
彼 らは彼 らの蛆虫だ らけのベ ッドで眠っていればいいんだ。おれは、 ここ
しば らくは彼 らにつか まらないそ。暖かいベ ッド、暖かい血液 のみなぎる
生命。(143-44)
ブルームにお ける、 こうした反 カ トリック的態度 は一方 で、彼 が厂死」
の認 識 の背後 に 「生」 を強 く意識 していた様 子 をうかがわせ る。
ところで、ブル ーム のそ うした意識 の過程 が大変明 白な ものにな って
呈 示 され るのが、 厂第6挿 話 」の 中で も特 に、埋 葬 の場 面 にお いて だ。
"Pause.Ifwewereallsuddenlysomebodyelse.Farawayadonkey
brayed.Rain."(91)沈 黙。 同時 に遠 くで驢馬 のいなな き。 そして生 の象
徴で あ る雨。 ブル ームは、明 らか にデ ィグナムの魂 の再生 を意識 してい
た よ うだ。 この こ とを予示す るかの ように既 に 「第4挿 話 」で ブルー ム
は、このよ うに言 って いる。"Thatweliveafterdeath.Oursouls.That
aman'ssoulafterhedies,Dignam'ssoul...."(53)
と ころで、 こうした ブルーム にお ける 厂死 」の凝視 か ら 「生」 への微
光 を支 え る具体 的 な思 想 は何 で あ ろ うか。 そ れ は 「輪 廻 」す な わ ち
("Metempsychosis")の 思想 である。(荒 正人 ・佐伯彰 一、rジ ョイス入
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門』80)。 これは、"我 々 の魂 は我 々が死 んで か ら後 も他 人 の肉体や動物 ・
樹木 の中 に住 みつ いて、必 ず再 生す る"と 考 え る「霊魂再生 」("Reincarna-
tion")の 思想 をい う。す なわ ち これ は、 「生 まれかわ り」の思想 で ある。
デ ィグナム の葬式 へ向か う馬車 に乗 り込 んだブルー ムは、 その 出発直
前 に一人 の老婆 がブライ ン ドの陰 で 自分 たちの ほうを こっそ りの ぞいて
い るの を発 見 す る。そ して、 こんな ことを考 える。"...Extraordinary
the.interestthey(women)takeinacorpse.Gladtoseeusgowegive
themsuchtroublecoming."(72)"女とい う ものは異 常な ほ ど死体 に関
心 を示す。我 々が この世 に来 る とき、 女 はず いぶ ん苦 労す るわ けだか ら
この世か ら去 るの を見 るのが好 きなのだ。"(109)ブ ルー ムに とって この
老婆 は、 ひ と りの女で あ り、母親 であ り、彼女 は と りもなお さず、死 の
イ メージのなか にあ らわれた 「生」 の象徴 であったのだ。
m
我 々は、平凡人 ブルーム とい う先人観 にひ きず られ て、 この1904年6
月16日 とい う日を何の変哲 もない平凡 な一 日だ としてかたづ けて しまい
やすい。
しか し例 え ば、FrankBudgenも 指摘 している(Budgen73)と お り、
そ こには死 と生 をはじめ人生 におけ る重大事 は全 て顔 を出 してい るので
あ る。 よ く見れ ば、 ブルーム個人 に とって も朝 か ら晩 まで 多忙 な一 日で
あった。 こうした一見、平 凡 な一 日が、人間 に とって普遍 的な意味 を も
つす べての重大事 を含 む もの であ る こと、 それが ジ ョイスの 『ユ リシー
ズ』 に与 えるメ ッセー ジの一面 で もあろ う。
先 に も述べ た とお りブル ーム は、 ステ ィー ヴン ・ディーダ ラスの よう
に形 而上的 でな く、生活 の中の実感 として人 生 という ものが、一 つの繰
り返 し運動 す る輪、す なわち これ は 「輪廻 の思想」 として導 き出 された
もので あるが、 そのこ とを理解 してい るた め、 ステ ィー ヴンにあ りが ち
な悲劇的 な傾 向 よ りは、 すべて を是認 す るこ とか らくる喜劇的 な傾 向が
み られ る とい う ものであった。 そのた めに、善意 と些細 な屈辱 な ど とい
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ったようなものが同時に彼の行動様式を形作っている。
例 えば、葬式のあとでブルームは、著名な弁護士であるジョン ・ヘ ン
リー ・メン トン(JohnHenryMenton)に 帽子がつぶれていることを注
意 してやるのだが、そうした彼の心遣いはあからさまに鼻であしらわれ
ている。 また、そうしたことがブルームを喜劇的存在 に陥れてい くので
ある。










が とう。 まった く今朝 はすてきな気分じゃないか!"(144)
ブルームが、現実をきっぱりと肯定していることがうかがえよう。 と




あるという意識を強 くもっていたと同時に、その限界 を超 えて行動 しよ
うとする世界的な幅をもつ芸術家であり、人間であることを自覚 してい
た点 に、その特質がうかがわれる。アイルランドを知 りつ くしているこ
とが、彼 自身の苦 しみ となると同時に、彼が 『ユ リシーズ』によって示
したように、作家 として利点 ともなっている。1904年 のアイルランドの
死臭 も、彼 としては、 その後の平和な匂いよりは嗅いでみる価値があっ
たか もしない。我々は、ダブリンを去 りなが ら常 にダブリンを描いてい
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る孤独 な ジ ョイス を知 ってい るが、被 の文 学 を理解す るた めには、 生 き
よ うとす る意志 の強 さに比例 して、彼 を殺 そう とする力の はた ら くこ と
の意味 を常 に、あ とづ けてい く必要 があ るので はないか と思 われ る。
ジ ョイスは、「生 まれかわ り」の思想 、す なわち、死 は終 極 ではな くそ
れは また,新 しい生の誕生 を導 くもので ある とす る 「輪廻 の思 想」 を、
人生 の流 れのなか に精神 的 にも肉体 的 に も追放 された 「系 ダヤ人 」 ブル
ームの救済 のた めの一手段 として与 えて いたので はないだ ろうか。 その
ように考 える と、局外 者 として描 かれ ていたブルーム の像 が、 ジ ョイス
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